
（ＤＰＣ指標）

Process

B）胃切除術

C）胆のう摘出術
手術点数コード 手術名
K672 胆嚢摘出術
K672-2 腹腔鏡下胆嚢摘出術

D）人工骨頭挿入術および人工関節置換術
手術点数コード 手術名
K0811 人工骨頭挿入術（肩 , 股 ）
K0821 人工関節置換術（肩 , 股 , 膝 ）

E）乳房切除術
手術点数コード 手術名
K4761 乳腺悪性腫瘍手術（単純乳房切除術（乳腺全摘術））
K4762 乳腺悪性腫瘍手術（乳房部分切除術（腋窩部郭清を伴わない） ）
K4763 乳腺悪性腫瘍手術（乳房切除術（腋窩部郭清を伴わない））
K4764 乳腺悪性腫瘍手術（乳房部分切除術（腋窩部郭清を伴う） ）
K4765 乳腺悪性腫瘍手術（乳房切除術・胸筋切除を併施しない）

K4766 乳腺悪性腫瘍手術（乳房切除術・胸筋切除を併施する）
K4767 乳腺悪性腫瘍手術（拡大乳房切除術（郭清を併施する） ）

F）甲状腺手術
手術点数コード 手術名
K4612 甲状腺部分切除術、甲状腺腫摘出術（片葉のみ）
K4612 甲状腺部分切除術、甲状腺腫摘出術（両葉）
K462 バセドウ甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉）

K4631 甲状腺悪性腫瘍手術（切除）
K4632 甲状腺悪性腫瘍手術（全摘及び亜全摘）

G）前立腺悪性腫瘍手術

手術点数コード 手術名
K843 前立腺悪性腫瘍手術

K843-2 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術
K843-3 腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術

各手術に対する周術期抗菌薬投与 QIP臨床指標各術式に対する周術期抗菌薬投与日数

Ａ）頭蓋内血腫除去術、Ｂ）胃切除術、Ｃ）胆のう摘出術、Ｄ）人工骨頭挿入術および人工関節置換術

Ｅ）乳房切除術、Ｆ）甲状腺手術、Ｇ）前立腺悪性腫瘍手術、Ｈ）子宮良性疾患手術、I）子宮悪性腫瘍手術

Ｊ）卵巣良性疾患手術、K）子宮付属器悪性腫瘍手術
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手術点数コード 手術名
K164 頭蓋内血腫除去術（開頭して行うもの）
K164-2 慢性硬膜下血腫穿孔洗浄術

手術点数コード 手術名
K654-2 頭蓋内血腫除去術（開頭して行うもの）
K654-3 腹腔鏡下胃局所切除術
K654-31 腹腔鏡下胃局所切除術（内視鏡処置を併施）
K654-32 腹腔鏡下胃局所切除術（その他）
K6551 胃切除術（単純切除術）
K6552 胃切除術（悪性腫瘍手術）
K655-21 腹腔鏡下胃切除術（単純切除術）
K655-22 腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術）
K655-41 噴門側胃切除術（単純切除術）
K655-42 噴門側胃切除術（悪性腫瘍切除術）
K6571 胃全摘術（単純全摘術）
K6572 胃全摘術（悪性腫瘍手術）
K657-21 腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術）
K657-22 腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術）

指標の意義

指標の定義・算出方法

抗菌薬の適切な使用をみるプロセス指標

・必要データセット：DPC 様式１ EF ファイル

・分子：予防的抗菌薬連続投与日数の総計

・分母：「対象手術」に対して予防的抗菌薬投与が行われた症例

・分子÷分母（単位：日）

分母の定義

解析期間に退院した症例を対象とする

このうち、様式１の手術名１の点数表コードに以下のいずれかが含まれる症例。対象術式は下記のように定義する。

指 標

A）頭蓋内血腫除去術
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（ＤＰＣ指標・）

Process

H）子宮良性疾患手術

I）子宮悪性腫瘍手術
手術点数コード 手術名
K879 子宮悪性腫瘍手術
K879-2 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がん）

J）卵巣良性疾患手術
手術点数コード 手術名
K885 腟式卵巣嚢腫内容排除術
K885-2 経皮的卵巣嚢腫内容排除術
K8871 卵巣部分切除術（開腹）
K8872 卵巣部分切除術（腹腔鏡）
K8881 子宮附属器腫瘍摘出術（両側）（開腹）
K8882 子宮附属器腫瘍摘出術（両側）（腹腔鏡）

K888-21 卵管全摘除術卵管腫瘤全摘除術子宮卵管留血腫手術（両側）（開 腹 ）
K888-22 卵管全摘除術卵管腫瘤全摘除術子宮卵管留血腫手術（両側）（腹腔鏡 ）

K）子宮付属器悪性腫瘍手術
手術点数コード 手術名
K889 子宮附属器悪性腫瘍手術（両側）

薬価基準コード 7 桁
61**4** 抗生物質製剤 注射
61**5** 抗生物質製剤 注射
61**6** 抗生物質製剤 注射
62**4** 化学療法剤 注射
62**5** 化学療法剤 注射
62**6** 化学療法剤 注射

各手術に対する周術期抗菌薬投与 QIP臨床指標各術式に対する周術期抗菌薬投与日数

Ａ）頭蓋内血腫除去術、Ｂ）胃切除術、Ｃ）胆のう摘出術、Ｄ）人工骨頭挿入術および人工関節置換術

Ｅ）乳房切除術、Ｆ）甲状腺手術、Ｇ）前立腺悪性腫瘍手術、Ｈ）子宮良性疾患手術、I）子宮悪性腫瘍手術

Ｊ）卵巣良性疾患手術、K）子宮付属器悪性腫瘍手術
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手術点数コード 手術名
K871 子宮息肉様筋腫摘出術（腟式）
K8721 子宮筋腫摘出（核出）術（腹式）
K8722 子宮筋腫摘出（核出）術（腟式）
K872-2 腹腔鏡下子宮筋腫摘出（核出）術
K872-3 子宮鏡下有茎粘膜下筋腫切出術
K873 子宮鏡下子宮筋腫摘出術
K876 子宮腟上部切断術
K876-2 腹腔鏡下子宮腟上部切断術
K877 子宮全摘術
K877-2 腹腔鏡下腟式子宮全摘術

Ⅲ.このうち「手術点数コード」の実施日に下記抗菌薬が開始されている症例

E/Fファイルの薬剤情報の点数コードに、以下の抗菌薬いずれかの薬価基準コード7桁に対応するレセ電コードが含ま

れる。手術実施日の前日に投与されておらず手術実施日に投与されている症例。

※参考）薬価コード7桁のうち上４桁は薬効を5桁目から7桁目は内服、注射、外用の区分を表す

分子の定義

・手術実施日に使用された抗菌薬と同じ成分名の抗菌薬が使用された連続した日数の病院毎の集

計。抗菌薬のリストは分母条件Ⅲと同じ。一度中断があった場合はそれ以降のデータは使用しない。除外基準

・抗菌薬を使用した連続した日数＞（病院毎の中央値＋３）である症例は分母分子から除外

手術部位感染に対する予防的抗菌薬投与においては、起因菌を想定した抗菌薬を選択することが望ましいとされてい

るが、今回の指標の算出においてはすべての抗菌薬の使用を指標として算出している。予防的抗菌薬として適した抗菌

薬のリストによる指標の算出がより望ましい。

もとより症例数の少ない術式も含まれており、頭蓋内血腫除去術・甲状腺腫瘍・前立腺腫瘍・婦人科領域の手術につ

いては施設の出入りが多く生じているため経年的な比較は困難です。症例数の安定している胃切除や胆のう摘出では短

縮しています。人工骨頭では2日間、乳房切除では1日間の投与で数値が安定し、各施設での平均値が整数値に収れ

んしている施設ではクリニカルパスやオーダセットの活用による標準的な処方手順が普及していることが伺われます。

抗菌薬投与日数の短縮により医療費の節減・多剤耐性菌の減少が期待される一方、適切な感染管理策がなければ術

後感染症の増加が心配されます。数ヶ月ごとに術後感染の発症率に変化がないことを確認しながらクリニカルパス上の

抗菌薬処方日数を1日ずつ短縮した事例も報告されています。

考察

測定上の限界・解釈上の注意

指 標
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